
「家庭学習計画表」の活用（小学校）

【復習内容例】

・「間違いノート」の作成

授業やテストで間違った問題や，間違いそうだと思う問題を集めたノート作

成する。間違った理由や，次回間違えないようにするためのアドバイスを書き

こむ。

【予習内容例】

・新出漢字を練習する。（ドリルや教科書を使って筆順を調べ練習する。）

・教科書を音読し，掲載されている言葉の意味を辞書で調べる。

「家庭学習計画表」は，自主学習ノートに貼り付けて，毎日提出させる。

週末の朝や帰りの時間に自分の１週間の取り組みを振り返る時間を設ける

と「やる気」が持続します

１０

実践例１

１ 家庭学習のマネジメント・サイクル化の例

教師：月の学習内容を提示する。
児童：自分で週ごとの家庭学習の計画を作成

する。

小学生の実態を踏まえ，復習・予習の内容を教師から例示し，取り

組み方などについても丁寧に指導しましょう。

終わったものは線で

消す

翌週に取り組むことに

したものは→で示す

週末に教師のコメント

を記入する

効果的な実践例Ⅴ



「定期テスト」への取り組み（中学校）

ＰＬＡＮ 【定期テスト前】・目標の設定

・テスト範囲表を活用し，テストに向けた学習計画の作成

ＤＯ 【定期テスト前】テストに向けた家庭学習の実行

ＣＨＥＣＫ 【定期テスト後】「評価票」を活用したテスト結果の分析・評価

ＡＣＴＩＯＮ 【定期テスト後】・できなかった内容の復習

・次回テストに向けた家庭学習の取り組み

１１

実践例２

「定期テスト」後の振り返りを充実することにより，自らの学習内

容の定着度を把握し，家庭学習の内容や取り組み方を改善すること

ができます。

教師：問題ごとの出題意図を示す

生徒：テスト結果を自己分析して課題を明ら

かにし，改善方法を考える



授業内容とリンクした宿題（小学校）

▲

具体的には・・・

新出漢字の学習（授業）→新出漢字の練習（宿題）→宿題の見取りから間違いの多

い漢字の指導（授業）→繰り返し練習（宿題）→豆テストの実施（授業）→間違え

た問題を重点的に練習（自主学習）

発展・応用問題への取り組み（授業）→類似問題への取り組み（宿題）→宿題の見

取りから解決方法の発表場面の確保と称賛（授業）→再度チャレンジ（自主学習）

はじめは宿題として出し，授業と関連を図った指導をとおして

自主学習での取り組みへと発展させていきます。

１２

２ 授業と家庭学習のサイクル化の例

実践例１

授業の内容や子どもたちの実態，

日々の家庭学習の様子などからどん

な宿題がよいのかを考える。

○新出漢字の練習 ○音読練習

○難語句の意味調べ ○計算問題

○類似の問題 ○間違い直し など

○漢字の定着や間違い ○音読練習量

○計算方法の定着度

○類似問題ができているか

○間違いは直せているか など

宿題を考える

宿題を出す

家庭学習から見取る

○間違いやすい漢字の指導

○音読発表と称賛

○計算方法の復習・確認

○応用・発展問題の解決の仕方

○豆テストの実施

授業で生かす

授業とのサイクル化のためには，子どもたちの家庭学習の取り組みを教師

が見取ることが大切です。見取りから子どもたちの理解の状況，誤答，頑張

りなどを把握して授業での指導やその後の宿題の出し方や内容に生かしてい

きます。子どもたちにとって，「家庭学習をやってよかった」と思えるよう

な体験を積み重ねることが，家庭学習の習慣化にもつながります。



「生活記録ノート」の活用（中学校）

① 教師：「家庭学習の手引き」をもとに，家庭学習の

進め方について指導し，「生活記録ノート」

に貼り付けさせる。

② 教師：各教科の授業の終わりに宿題のアドバイスを

する。（内容，提出日など）

③ 生徒：教師から示された宿題のアドバイスを付箋に

メモする。

④ 生徒：帰りの短学活で，付箋を「生活記録ノート」

に貼る。

⑤ 生徒：付箋を参考に，今日の家庭学習の内容を決め，

宿題や自主学習に取り組む。

⑥ 生徒：付箋にメモした宿

題が終了したら，付箋に線

を引いたり付箋を折ったり

してやり残しがないように

確認する。

⑦ 教師：授業の初めに宿題

への取り組み状況を確認す

る。

１３

実践例２

宿題の出し方について，事前に学

校や学年で共通理解を図っておくこ

とが必要です。

多くの中学校で使用して

いる「生活記録ノート」を

活用することで，新たに家

庭学習計画表などを作成し

なくても計画的に宿題や自

主学習に取り組むことがで

きます。宿題を出す教科担

任と自主学習を確認する学

級担任との間で家庭学習の

量や内容について共通理解

を図るためにも有効な方法

です。



「美文字コンテスト」の実施（小学校）

新出漢字を用いて「美文字コンテスト」を行う。「美文字」を意識させることで，子ども

たちは，毎日の漢字練習において点画や止め，はね，払いなどを正しく丁寧に書こうと意識

するようになる。最後に各自の練習の成果を掲示し，お互いの文字を見合うことで，友達か

らよさを称賛され，達成感を味わうことができた。

はじめは宿題として漢字練習をさせていたが，回を重ねることで「コンテスト」を意識し

自主学習として取り組めるようになった。

「豆テスト」の実施（中学校）

① 自主学習ノートを使って漢字・英単語などのテストを自作する。

② 答え合わせをする。

・ 問題番号の先頭にできたときは○，できなか

××○(1)かてい 家庭 ったときには×を付けておく。

×○ (2)がくしゅう 学習 ③ 間違った漢字・英単語を練習し，再チャレンジ

×○ (3)もんだい 問題 する。（できるまで繰り返す）

○ (4)かいとう 解答 ④ 数日後にもう一度チャレンジし，定着している

・ ・ かを確かめる。

・ ・

・ ・ 中学生の発達段階として，既にできる

ことや解ける問題を何度もやらせるので

はなく，できないところに集中して取り

組むように指導します。

１４

３ ドリル学習に主体的に取り組ませる工夫の例

実践例１

どうしても単調で機械的になりがちなドリル学習ですが，知識・技能の確か

な定着のためには欠かせない学習でもあります。子どもたちにも分かりやすい

目標を設定することで，主体的な取り組みを促すことができます。

実践例２

問題を書く 答えを書く

ここで折ると何度も問

題を使える

正解するまで繰り返す



「ばっちりメニュー」と「わくわくメニュー」（小学校）

１５

４ 自主学習への取り組みを促す工夫の例

実践例１

「家庭学習の手引き」に自主学習

ノートの使い方や内容の例が示さ

れています。



【ばっちりメニューの例】 自主学習１の内容

テストやドリル学習などにおいて，間違った文字や覚えにくい文字を取り上げ練習し

ています。自分自身へのアドバイスを吹き出しに書くことで，以後，意識してその文字

を書くことができるようになりました。

【わくわくメニューの例】 自主学習２の内容

行事の感想や，自分が興味を持った事柄について調べ，ノートにまとめています。ま

とめる際には，写真や図を用いたり，大事なところに色を付けたりと工夫が見られます。

【めあてと振り返りのあるノートの例】

■今日の自主学習の目標や気を付けることを記入する。

「あまりの小数点と書き足す０に注意して解く」

■学習に取り組んだ後にめあてが達成できたかを振り返る。

「あまりの小数点を特に気を付けて解けました」

１６



先輩の自主学習ノートに学ぶ（中学校）

新1年生が入学した4月に，家庭学習

の進め方の指導と並行して，２・３年生

が春休み中に取り組んだ自主学習ノート

を展示する。

入学したての1年生にとって「中学生

としてどのように自主学習を進めればよ

いのか」先輩の生のノートから学ぶとこ

ろは大きい。

学習が終了したノートを丸ごと展示することで，

学習の積み重ねの大切さを学ぶことができます。

特に優れた取り組みは，具体的に紹介します。

１７

実践例２

問題練習で間違えた項目の内容を詳しく復習している。

新聞に掲載された問題にチャレンジしている。



おすすめの本のポップを作る（中学校）

国語科の学習の発展として，自分の「おすすめの本」を紹介するためのポップを作成する

よう促し，できた作品は学校内に掲示した。ポップの作り方については，小学校で学習して

いることから，自主学習として取り組むことができた。

活用型の自主学習は時間がか

かるので，週末や長期休業期間

などを利用して取り組ませるこ

とが有効です。

教科書の内容を新聞にまとめる（中学校）

教科書の教材を新聞形式に再構成することで，教材の

内容についての理解が深まる。新聞の構成については，

小学校で学習しているが，生徒の実態によっては大まか

な割り付けを提示した方がよい。はじめは，宿題として

取り組ませたが，徐々に自主学習で取り組むことができ

るようになってきた。

新聞作りは，学習の発展として様々な教科で取り組め

る活動です。例えば，社会科の「歴史人物新聞」，理科

の「人体の不思議新聞」など，授業のまとめとしてある

程度取り組み，残った部分を家庭学習でまと

めさせるという方法もあります。

１８

５ 活用型の自主学習（自主学習２）の例

実践例１

実践例２
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